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■活動の名称：錦あわじプロジェクト ～令和 7年_神田祭写真展～ 

 

１：基本情報 
 

① 主催者 

神田錦町二丁目町会 錦あわじプロジェクトチーム 

② 実施場所（エリア） 

神田スクエア 

神田錦町二丁目や小川町三丁目南部にある飲食店や雑貨屋等店舗 

 

＜スタンプラリーマップ 表面より＞ 
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＜スタンプラリーマップ 裏面より＞ 

 

 

③ 企画から実施までの活動の流れ（活動で必要な申請書関係含む） 

【企画検討】 

6月 10日～7月 15日：公募提案に向けた企画検討 

9月 1日～9月 3日：採択後の企画検討 

【準備】 

9月 1日：住友商事、LABORATORY打合せ【打合せ内容：イベント内容、スケジュール確認】 

9月 4日：千代田区景観・都市計画課との打合せ【打合せ内容：スケジュール確認】 

9月 5日：広報の作成 

9月 8日：広報の開始 

9月 8日～18日:各店舗設置依頼営業＆設置準備＆設置 

9月 18日:神田スクエアパネル展設置準備 

9月 19日:神田祭写真展レセプションパーティ準備 

９月 29日～：広報掲示板へポスター掲載 

10月 20日：広報千代田掲載 

11月４日：区ＳＮＳ（Ｘ・フェイスブック・ＬＩＮＥ）掲載 

【活動実施】 

9月 19日：神田祭写真展レセプションパーティ開催 

9月 19日～１１月 16日：神田祭写真展開催 
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④ 活動の内容 

令和7年の神田祭の写真を神田スクエア中心に神田錦町二丁目および小川町三丁目南部の飲食店、雑貨屋等店

舗に点在させ、街を周遊していただく。 

各店舗を回るスタンプラリーの実施。スタンプラリーでポイントを集めて、お神酒 or神社声援(ジンジャエー

ル)をプレゼント。 

 

  

神田スクエアパネル設置準備 広告用パネル 

 

神田祭写真展レセプションパーティの様子 
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神田スクエア内のパネル展示（その１） 

 

神田スクエア内のパネル展示（その２） 

 

神田スクエア内のパネル展示（その３） 
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神田スクエア内のパネル展示（その４） 

  

きらぼし銀行設置パネル 佐々木商店設置パネル 
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豊島屋設置パネル 
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２：活動の実施の仕方 
 

①活動の実施体制 

【主催】 

・主催団体名：神田錦町二丁目町会 錦あわじプロジェクトチーム 

【協力】 

・団体 1：活動の企画、運営協力【住友商事株式会社】 

・団体 2：活動場所の調整、提供【住商ビルマネージメント株式会社】 

・団体３：パネル製作、設置【有限会社 LABORATORY】 

・団体４：軽食の提供【安田不動産株式会社】 

 

②活動の収支状況 

【収入合計：29.1万円】 

・千代田区活動支援金：29.1万円 

 

【支出合計：29.1万円】 

・備品等購入費：12.4万円 

・パネル等印刷費：10.9万円 

・レセプションパーティ費：5.8万円 

 

③広報活動の内容 

・区広報紙への掲載 

・近隣町会へチラシ配布 

・千代田区の広報掲示版へのポスターの貼り付け 

・町会の掲示版へのポスターの貼り付け 

・千代田区ＳＮＳ（Ｘ・フェイスブック・ＬＩＮＥ）での周知 

・町会HP,SNS,公式 LINEでの周知 
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３：今後の活動の展望 

 

①今回の活動を通じて実現した「地域課題の解決」、「新たな価値の創造」 

写真展を通して、神田錦町を知ってもらうことができた。 

町会 Instagramの登録者数は、132人増加。 

公式 LINEアカウント数は、88名増加。 

 

今回の活動で実施したエリアでは、居住者が少なく、通勤通学者が多い中で、通勤通学の方たちに興味をもってい

ただき、つながりをつくることができた。 

これは、「ただ通り過ぎる街から、関心をもてる街へ」の変化の象徴と考える。 

また LINEアカウントの増加分と一致する数のスタンプラリーを実施いただいており、神田錦町近辺の周遊行動に

つながった。 

 

そのため、今回の活動を通じて、「1.認知」の段階から「2.関心」および「3.行動」のフェーズに進化した。また、今回

の活動を通じて「4.実感」以降のフェーズになる可能性を感じた。 

 

【フェーズのイメージ】 

1.認知→2.関心→3.行動→4.実感→5.拡散→6.新たな居場所の創造 

②活動を進める上での課題や苦労したこと 

・店舗設置依頼 

 ⇒基本的には、どの店舗も快く受入れをしていただいた。ただし、店舗の営業時間帯での依頼となっており、本

業の邪魔にならない時間の設定に大変苦労した。また店の雰囲気もあるため、雰囲気と合わず断られるケー

スもあった。土日に営業していない店舗も多く、飲食店だけではない店舗へのアプローチが課題である。 

・展示中の経過観測からの課題発見、課題解決アプローチ 

 ⇒店舗数を拡大していくことはもちろんであるが、店舗内だけではなく、店舗の外にも写真展を実施しているこ

とを示さないと気付いてもらえなかった。またスタンプラリーを実施していることを認知していただくのに苦

労した。神田スクエアのパネルは目立つところにあるので見てもらえたが、各店舗まで足を運んでもらう仕掛

けが重要であると感じた。 

・スタンプラリーの促進 

⇒スタンプラリーを 1個押してもらった後で、２個目以降を押してもらうような仕掛けができなかった。 

・パネルやチラシなどの製作スキル 

 ⇒町会メンバーは、普段は本業がある中で時間を確保して参画いただいた。デザイン等を本業としているわけで

はないので、一つ一つの作業に多くの時間を要した。 

③：①や②を踏まえた今後の活動に向けた方針 

2 年に一度の神田祭だけではなく、町会イベントや神田祭以外のお祭りなど、常にウォーカブルなまちとなるよう

な活動をしていきたい。 

また、神田錦町だけではなく、千代田区内のお祭りや町会イベント後の余韻を残せる写真展パッケージをつくり、

千代田区と連携して広げていくことにより、千代田区全体が写真でつながり、歩きたくなるようなまちづくりの施

策を行っていきたい。 

 


